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Q　

現
在
ま
で
の
整
備
状
況
は
。

A　

上
原
か
ら
田
中
地
区
ま
で
の
延
長
約

1
，
0
8
0
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
に
は
、
立
体
交
差
部
の
修
正

設
計
を
実
施
。
3
年
度
に
つ
い
て
は
、
秩

父
鉄
道
と
の
工
事
に
係
る
協
定
締
結
に
向

け
た
調
整
や
共
用
物
件
移
設
の
協
議
を
実

施
し
た
。
な
お
、
用
地
買
収
率
は
98
％
で

あ
る
。
令
和
4
年
度
は
、
秩
父
鉄
道
と
工

事
に
係
る
基
本
協
定
の
締
結
を
行
い
、
年

度
内
の
工
事
着
手
を
目
指
し
、
電
柱
移
設

や
上
下
水
道
の
切
り
回
し
工
事
等
の
準
備

に
つ
い
て
も
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q　

本
事
業
の
促
進
に
係
る
要
望
活
動
は
。

A　

改
め
て
促
進
に
係
る
要
望
活
動
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
県
は
令
和
4
年
度
か

ら
は
、
本
路
線
を
重
点
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
早
期
完
了
を
目
指
す
。

Q　

自
治
会
か
ら
の
要
望
状
況
と
整
備
は
。

A　

こ
の
3
年
間
に
お
け
る
平
均
の
要
望

件
数
に
つ
い
て
は
54
件
で
、
実
施
率
は
29

件
の
実
施
に
よ
り
約
54
％
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
の
維
持
修
繕
に
関
す
る
要
望
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
度
は
2
6
4
件
、
令
和

元
年
度
は
3
0
9
件
、
令
和
2
年
度
は
4

3
4
件
で
対
応
率
は
1
0
0
％
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
市
全
体
の
状
況
を
見
な
が

ら
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率
的
、
効
果
的
に

進
め
て
い
る
。

※
市
で
は
3
月
議
会
終
了
後
、
県
道
深
谷

嵐
山
線
整
備
の
埼
玉
県
へ
の
要
望
に
つ
い

て
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
、
埼
玉
県
と

調
整
を
行
い
、
要
望
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

小
こ

嶋
じま

　 隆
たかし

今
年
度
か
ら
は
、
本
路
線
を
重
点
整
備
す
る

県
道
深
谷
嵐
山
線
の
今
後
の
整
備
予
定
は

福
ふく

島
しま

秀
ひで

樹
き

Q　

水
泳
授
業
は
年
間
何
時
間
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

A　

水
泳
授
業
は
年
間
体
育
授
業
の
1
割

程
度
で
、
10
時
間
程
度
を
計
画
。

Q　

埼
玉
県
と
比
較
し
て
深
谷
市
全
体
の

児
童
生
徒
の
泳
力
は
。

A　

令
和
元
年
度
調
査
で
は
深
谷
市
の
泳

力
は
ほ
ぼ
同
等
ま
た
は
低
い
状
況
。

Q　

各
学
校
の
プ
ー
ル
の
老
朽
化
は
。

A　

老
朽
化
は
顕
著
で
あ
る
が
、
プ
ー
ル

を
運
営
す
る
た
め
の
応
急
的
な
修
繕
を
行

い
、
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

Q　

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
。

A　

令
和
3
年
は
2
，
1
1
6
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
設
備
点
検
、
水
質
検
査
、
修

繕
費
、
薬
剤
費
、
上
下
水
道
費
等
で
あ
る
。

Q　

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
の
考
え
は
。

A　

検
討
の
結
果
①
改
修
工
事
よ
り
も
費

用
が
抑
え
ら
れ
る
②
民
間
委
託
に
よ
り
専

門
的
な
指
導
が
受
け
ら
れ
泳
力
向
上
が
期

待
で
き
る
③
室
温
・
水
温
が
一
定
の
状
況

で
授
業
が
で
き
児
童
生
徒
が
体
調
を
崩
し

に
く
い
な
ど
様
々
な
利
点
が
あ
る
。
以
上

に
よ
り
、
令
和
4
年
度
は
小
学
校
2
校
で

試
行
的
に
実
施
し
、
検
討
を
進
め
る
。

●「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や

宣
言
」後
の
対
応
に
つ
い
て

Q　

令
和
4
年
度
以
降
の
取
り
組
み
は
。

A　

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
設
置
費
補
助
金

の
交
付
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

等
を
継
続
し
、
ふ
か
や
ｅ
パ
ワ
ー
と
連
携

し
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
新
た
な
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
に

よ
り
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

令
和
４
年
度
よ
り
試
行
的
に
実
施
す
る

小
中
学
校
の
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
の
考
え
は

Q　

小
島
市
長
4
期
目
、
初
の
議
会
で
あ

る
。
期
待
す
る
政
策
に
つ
い
て
質
問
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
ず
、
市
の
最
上
位
計

画
で
あ
る「
総
合
計
画
」後
期
基
本
計
画
の

策
定
方
針
は
。

A　

広
く
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
全
庁
的
に
検
討
す
る
。
更
に
審
議
会

を
設
置
し
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
策
定

を
進
め
る
。

Q　

現
在
社
会
の
変
化
は
大
き
い
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
は
急
速
に
市
民
に
浸
透
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
後
起
こ
り
え
る
だ

ろ
う
社
会
価
値
観
の
変
化
は
ど
う
予
想
で

き
る
か
。
基
本
計
画
も
社
会
変
化
を
機
動

的
に
対
応
で
き
る
よ
う「
柔
軟
に
」対
応
で

き
る
計
画
と
す
る
べ
き
で
は
。

A　

予
想
し
え
な
い
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
も
、
施
策
の
着
実
な
推
進
が
図

れ
る
計
画
と
し
て
い
き
た
い
。

Q　

期
待
す
る
次
の
質
問
。
市
に
お
い
て

渋
沢
栄
一
翁
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
こ
れ
か
ら
も
活

性
化
に
結
ん
で
い
く
に
は
。

A　

深
谷
へ
訪
れ
た
方
々
の
人
の
流
れ
を

促
進
さ
せ
て
い
く
た
め
、
深
谷
テ
ラ
ス
や

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
の
連
携
に
よ
る
回
遊
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q　

次
に
都
市
計
画
道
路
行
政
に
つ
い
て
。

計
画
は
あ
る
が
、
全
く
手
が
付
け
ら
れ
て

い
な
い
道
路
も
あ
る
と
聞
く
。
こ
こ
ま
で

の
道
路
行
政
の
取
り
組
み
は
。

A　

小
島
市
長
就
任
前
か
ら
引
き
継
い
だ

工
区
は
7
工
区
。
就
任
後
、
新
た
に
着
手

し
た
工
区
は
4
工
区
あ
る
。
そ
の
11
工
区

中
6
工
区
が
開
通
に
至
っ
て
お
り
、
整
備

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

石
いし

川
かわ

克
かつ

正
まさ

人
の
流
れ
を
促
進
さ
せ
市
内
回
遊
策
に
取
り
組
む

昨
年
深
谷
市
の
知
名
度
は
上
が
っ
た
。
今
後
の
活
性
化
策
は

清
し

水
みず

健
けん

一
いち

Q　

国
は
中
小
企
業
が
行
う
感
染
症
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
、
防
災
・
減
災
の
事
前
対

策
に
関
す
る
計
画
を
経
済
産
業
大
臣
が
認

定
す
る
制
度
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

埼
玉
県
も
作
成
支
援
を
強
化
す
る
と
し
て

い
る
が
、
市
は
対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

A　

市
は
、
深
谷
商
工
会
議
所
、
ふ
か
や

市
商
工
会
と
支
援
計
画
を
策
定
し
た
。
市

内
事
業
者
が
防
災
・
減
災
に
目
を
向
け
、

更
に
計
画
を
策
定
す
る
事
業
者
が
増
え
る

よ
う
、
啓
発
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

●
深
谷
市
の
危
機
管
理
対
応
は
、ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

Q　

市
と
し
て
の
危
機
の
定
義
、
類
型
想

定
さ
れ
る
事
象
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
、
地
震

や
風
水
害
、
大
雪
等
の
自
然
災
害
、
大
規

模
火
災
や
放
射
性
物
質
に
係
る
事
故
等
の

事
故
災
害
、
国
民
保
護
法
に
基
づ
く
武
力

攻
撃
事
態
や
大
規
模
テ
ロ
等
に
よ
る
緊
急

対
処
事
態
等
を
想
定
し
て
い
る
。
事
象
と

し
て
は
、
人
的
被
害
や
建
物
被
害
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
等
へ
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

Q　

そ
れ
ぞ
れ
の
危
機
に
対
し
て
、
ど
の

様
な
体
制
で
対
応
す
る
の
か
。

A　

総
務
防
災
課
が
中
心
と
な
り
、
各
部

署
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向

け
て

Q　

国
は
新
し
い
施
策
と
し
て
、
食
と
く

ら
し
の
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
創
設
し
た
が
活
用
す
る
の
か
伺
う
。

A　

当
事
業
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

い
う
公
益
を
追
求
し
な
が
ら
、
個
人
の
利

益
を
高
め
て
い
く
制
度
な
の
で
、
国
の
動

向
を
注
視
し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
含
め
て
研
究
し
て
い
く

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
に
奨
励
金
の
交
付
は
い
か
が
か

県道深谷嵐山線

パティオのプール


